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へ

哲
學
、
研
究

彙

第
＋
五
號

報

　
　
　
　
本
年
度
哲
學
科
卒
業
論
文
題
臼

　
　
　
　
哲
畢
寡
弓

張
引
カ
ン
ト
學
派
…
ト
紹
隔
噺
玉
晶
義

カ
ン
ト
の
物
自
艘

シ
エ
リ
ン
グ
の
象
徴
思
想

　
　
　
　
印
慶
暫
畢
史
羅
攻

支
悲
母
轟
説

龍
樹
の
學
設

女
人
成
肥
田
心
想
の
研
究

維
摩
経
の
研
究

印
度
佛
教
に
於
け
る
大
乗
戒
律
思
想
の
研
究

親
欝
之
研
究

起
信
田
一
鶴
獲
展
の
概
魏

麦
那
に
於
け
る
達
磨
渡
來
以
前
の
醐
脚

　
　
　
　
支
郷
暫
畢
史
専
攻

支
那
先
聖
時
代
の
婚
姻
に
就
き
て

　
　
　
　
　
心
理
墨
奪
攻

精
憩
物
理
的
方
法
に
就
い
て

　
　
　
　
倫
理
畢
寵
攻

ス
ピ
ノ
ザ

浄
土
藁
宗
倫
理

岩

井

勝

郎，

浦

川

源

習

OA
後龍杉宮手西佐市
醸原城島肉条・

亮玄　儒丈　俊勝
一概巽並倉馨随遣

鯖染河

瀬村瀬

gs縮憲

彦鶴治

OA
印印
はは
委…撰

託二
三生
生徒

岩
井
勝

飯
島
象
太
郎

武
　
内
　
了
　
温

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
八

日
本
古
代
民
の
甦
徳
思
想
に
予
て
（
主
と
し
て
認
紀
萬
葉
に
現
は
れ
た
る
）

カ
ン
ト
星
置
晒
學
の
折
蹴
學
的
芸
礎
旧
般

肉
叢
と
蓮
徳

　
　
　
　
教
育
畢
教
授
法
婁
攻

教
育
の
証
會
心
理
の
基
礎

シ
ュ
ラ
イ
ェ
ル
マ
ッ
ヘ
ル
…
教
育
論

島
育
の
概
念
及
理
想
に
就
い
て

國
家
的
教
育

教
育
理
想
と
し
て
の
人
丈
主
義
及
實
科
主
義
に
就
い
て

催
眠
衛
と
教
育

思
考
と
敏
育

融
資
｛
論
よ
リ
獅
弘
育
弥
調
へ

　
　
　
　
藁
畢
蔓
術
史
璽
攻

滑
裕
に
就
い
て

バ
ヅ
ハ
、
◎
ヘ
　
エ
ト
オ
フ
誰
ン
及
パ
　
レ
ス
ト
リ
ナ

　
　
　
　
泉
数
畢
奪
攻

親
漁
欝
の
出
不
燃
凱
齋
…
識

曹
洞
出
山
…
教
理
と
其
の
蓮
用
菰
醐

b
信
σ
Q
β
ロ
鉱
口
Φ
の
研
究

　
　
　
　
載
禽
畢
竃
攻
、

祉
八
響
的
柵
桝
習
の
原
理
の
研
究

徳
風
時
代
κ
於
け
る
町
人
精
紳
及
其
の
成
立
に
就
い
て

我
國
の
田
園
の
甦
會
學
的
研
究

　　　　　　　ム

森銅巖　清小西

　直西　水島野
賢　眞　麗石道
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　孫
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哲
學
倫
理
峯
愈

五
月
四
日
午
後
七
時
よ
り
學
生
計
會
所
に
て
開
＾
曾
。

　
　
カ
ン
ト
の
当
山
尚
豊
圃
と
プ
リ
マ
ー
ト
の
嶽
胆
念
に
就
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
　
良
　
轟
　
男
讃

の
講
演
あ
り
。
來
愈
者
藤
井
教
授
を
初
め
小
野
毒
、
野
崎
、
尾
坐
、
西
原
諸

學
士
及
び
學
生
十
〃
仙
。
鞭
講
演
後
藤
㎜
升
、
野
臨
、
鯖
・
瀬
、
甜
松
原
等
薪
州
士
の
質
閃

績
娼
し
て
興
味
津
々
諜
き
ざ
る
の
二
合
な
り
き
。
　
西
田
、
朝
永
爾
…
教
授
は
病

氣
に
て
欠
席
せ
り
。

　　

@　

?
魏
會
聴
講

　
二
月
二
十
七
日
（
火
）
午
後
六
時
孚
よ
り
丈
科
九
敏
室
に
於
て
開
催
。

　
　
○
理
流
麗
論
　
　
　
　
　
　
宮
蛾
信
雅
氏

　
　
○
我
國
悉
曇
の
徳
凍
　
　
　
　
　
松
本
敏
・
授

　
宮
城
践
は
龍
樹
鑓
心
撫
｝
の
立
…
脚
地
よ
り
理
略
経
を
研
究
し
或
は
華
㎜
阪
経
と
の
r

比
較
を
試
み
或
は
戒
種
鯖
心
想
の
上
よ
リ
辮
甲
禦
し
本
紹
押
の
内
容
及
び
成
立
無
を

概
論
せ
ら
れ
た
り
。

　
松
本
教
授
の
分
は
「
藥
丈
」
本
年
度
第
五
號
に
於
て
詳
細
に
褒
表
せ
ら
れ
た

砂
、
就
て
見
ら
る
べ
し
。

來
☆
回
潜
離
…
溝
嚇
者
の
外
に
山
守
本
・
講
師
、
遡
漢
、
赤
松
、
影
踏
野
、
原
、
海
野
、
島

越
、
塞
田
町
諸
等
士
、
學
生
そ
の
他
合
し
て
三
十
名
、
十
時
牛
関
會
。

　
三
月
十
六
日
（
金
）
午
後
六
時
牛
よ
り
文
科
七
教
竈
に
〃
於
て
開
催
。

　
　
○
本
邦
難
嚴
之
齢
系
　
　
　
　
　
　
　
　
市
　
田
　
勝
道
氏

　
　
　
　
　
　
彙
　
　
　
毅

　
　
○
丈
殊
患
想
獲
展
論
　
　
　
　
手
島
丈
倉
民

　
　
○
梵
本
法
華
縄
新
崖
異
本
　
　

本
田
丈
學
士

先
づ
市
田
氏
は
本
郵
雛
肌
敵
の
墨
・
系
に
封
ず
る
從
來
の
學
説
に
疑
温
義
を
挾
み
新

ら
し
き
學
系
施
設
を
論
ぜ
ら
れ
、
次
に
手
島
氏
は
菩
薩
思
想
を
四
分
し
、
そ
の

一
々
に
丈
殊
思
想
蛮
展
の
階
段
を
欝
て
繁
め
、
そ
の
思
想
鍵
蓬
の
家
第
に
慮

じ
て
諸
種
の
丈
巴
鴨
典
成
立
の
前
後
を
推
論
し
」
最
後
に
彌
陀
彌
勒
等
の
浄

土
に
封
し
丈
殊
浄
土
の
田
鼎
恕
に
論
及
せ
ら
れ
た
り
、
　
剴
快
に
し
て
論
胆
理
頗
る

徹
底
せ
る
研
究
獲
表
た
る
を
感
じ
ぬ
。
最
後
に
本
田
學
士
は
最
近
東
方
土
爾

跳
ハ
斯
垣
に
於
て
獲
掘
せ
ら
れ
た
る
諸
種
の
発
語
佛
典
中
特
に
法
華
一
経
の
断

仙
ハ
に
就
て
法
華
経
の
英
佛
羽
漢
湘
諮
課
本
・
及
尼
波
羅
繊
煙
毒
の
乱
梵
本
・
等
と
の
比
較

研
究
を
試
み
そ
の
結
果
該
新
繊
本
が
特
に
羅
什
課
妙
法
華
輕
と
最
も
霧
接
な

る
關
係
を
有
す
　
る
も
の
な
る
築
を
説
き
、
そ
の
本
・
丈
的
弓
値
に
至
り
て
は
比

丘
的
優
秀
な
る
位
置
を
占
む
る
も
の
な
り
と
い
ふ
を
得
ぺ
滋
と
諭
結
せ
り
。

　
來
愈
回
鼠
講
演
者
【
の
外
に
松
本
敏
一
授
、
日
野
、
齋
〔
藤
、
毒
本
告
講
師
、
刑
漢

赤
松
．
三
越
の
誌
秘
薬
、
學
生
そ
の
掛
合
し
て
二
十
省
、
十
一
時
雫
散
曾
。

泉
敷
研
究
曾
大
曹

五
月
十
二
H
（
土
）
午
後
二
時
よ
リ
文
科
第
七
敏
室
に
着
て
開
催
。

　
○
宗
…
教
に
於
け
る
人
格
的
態
度
丈
學
士
　
宇
　
野
　
闘
　
笙
氏

　
○
初
期
墓
軍
士
と
其
美
術
　
　
文
學
士
　
濱
　
田
　
耕
　
作
氏

　
○
摩
登
島
影
に
就
て
　
　
　
　
丈
學
博
士
　
榊
　
　
｛
菊
三
郎
氏

宇
野
攣
目
は
内
外
諾
響
の
雛
畿
を
紹
介
批
評
し
つ
蕊
宗
教
的
鋤
象
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
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哲
　
學
　
研
　
究
　
　
第
十
五
號

て
吾
入
の
認
む
べ
き
竜
の
は
無
季
絡
緒
た
る
に
止
ま
る
に
あ
ら
ず
し
て
非
人

絡
的
の
も
の
も
亦
そ
の
存
在
を
認
め
ざ
る
べ
か
ら
ず
と
一
々
興
味
あ
る
事
賓

を
暴
げ
て
論
合
せ
ら
れ
。
次
に
濱
田
學
士
は
紀
元
第
一
世
紀
の
絡
頃
よ
り
六

・
世
麗
の
庭
藤
に
互
り
所
謂
ゴ
ジ
ッ
ク
美
衝
成
立
以
前
の
基
督
敏
美
徳
に
就
て

そ
の
技
術
が
拘
頗
る
幼
稚
な
る
に
拘
ら
ず
し
か
も
そ
の
溢
る
忍
如
き
基
督
教
．

的
精
憩
を
示
さ
ん
と
せ
る
煩
鵬
の
表
現
に
多
大
の
償
値
あ
り
と
せ
ら
れ
、
墳

墓
、
寺
院
、
彫
刻
、
総
講
の
一
．
乃
に
就
て
多
趣
な
る
紹
介
を
試
み
ら
れ
、
特

に
O
轟
き
。
下
げ
及
び
切
字
浅
§
等
に
就
て
は
穴
に
明
侠
に
し
て
興
昧
深
き
論

評
を
獲
表
せ
ら
れ
、
東
洋
葵
衛
と
の
關
係
に
も
及
ば
れ
感
興
頗
る
大
な
る
も

　
の
あ
り
き
。
最
後
に
榊
博
士
は
サ
マ
リ
ヤ
と
摩
登
伽
女
と
の
比
較
ま
り
摩
登

伽…

o
内
容
の
詳
細
…
な
る
紹
介
に
…
選
み
、
　
そ
の
思
想
を
或
は
丈
墨
ザ
或
は
言
語
に

或
は
宗
教
學
乃
歪
考
諮
器
品
あ
ら
ゆ
る
方
面
よ
り
槻
察
批
評
せ
ら
れ
、
佛
典

研
究
上
新
方
面
開
拓
の
必
要
及
方
法
に
も
論
及
し
、
簡
軍
に
本
縄
成
立
の
考

謹
を
も
試
み
ら
れ
本
纒
を
以
て
第
三
世
紀
頃
の
印
度
の
學
問
、
思
想
を
傳
へ

る
も
の
と
見
る
を
得
べ
し
と
述
べ
ら
れ
た
り
。
（
爾
本
大
軍
講
演
は
追
て
「
宗

教
研
究
」
誌
上
に
娼
載
せ
ら
る
エ
筈
）
。

　
來
倉
旧
者
講
演
者
の
外
に
甜
松
本
、
坂
口
、
深
用
門
の
諸
教
授
、
山
守
本
講
紳
聯
、
朋

漢
、
｛
亦
松
、
藤
井
、
原
、
鳥
戯
旧
、
瓢
梢
臨
、
申
川
、
官
蟻
載
。
本
田
の
器
…
墨
・
士
、
そ

　
の
葡
胆
二
百
凹
鹸
名
、
　
山
ハ
時
閉
A
響
。

　
樹
講
演
後
學
生
集
會
所
に
於
て
晩
餐
會
を
㎜
囲
き
論
談
数
時
、
九
時
散
會
。

　
　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
⑬
。
ツ
エ
誕
生
第
百
年
記
念

　
本
年
五
月
二
十
一
日
は
ヘ
ル
マ
ン
・
ロ
ッ
ッ
ェ
の
誕
生
第
百
年
副
署
念
営
口
に
旗

章
す
る
。
潤
ッ
ツ
ェ
拡
固
よ
リ
カ
ン
ト
の
恥
稼
に
哲
學
田
心
懸
心
の
根
本
的
鯨
廻
を
仕

一
二
〇

逮
げ
た
猫
創
的
の
ゐ
八
田
鶯
想
家
で
も
な
く
、
　
又
た
ヘ
ー
ゲ
ル
の
様
に
憩
秘
的
深

味
と
、
巌
正
細
密
な
概
念
的
患
索
と
、
一
．
切
を
包
容
す
る
大
膿
系
組
識
と
を

躯
ね
た
偉
大
な
哲
學
の
大
成
者
で
電
な
い
が
、
併
し
ヘ
ー
ゲ
ル
及
び
ヘ
ル
バ

ル
ト
以
後
に
於
て
は
、
最
偉
大
な
思
想
家
で
あ
り
、
殊
に
濁
逸
哲
學
の
最
盛

期
と
哲
學
復
興
の
現
代
と
の
橋
梁
と
な
っ
て
薗
を
承
け
て
後
を
起
し
た
と
い

ふ
黙
に
於
て
今
日
の
吾
々
は
彼
に
電
麗
な
意
義
を
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思

ふ
。
吾
々
は
斯
る
趣
旨
よ
り
し
て
此
直
話
員
を
槻
會
と
し
て
同
人
合
作
の

「
ロ
ッ
ッ
ェ
」
を
公
列
し
て
彼
れ
に
献
ぐ
る
と
共
に
、
之
よ
り
得
た
る
牧
釜
を
以

て
創
…
立
日
《
凹
ぼ
驚
き
五
兄
厭
都
哲
墨
喬
山
の
墓
礎
の
鰍
幽
く
す
る
料
胴
と
す
る
こ
と
』

し
た
。

　
樹
ほ
降
る
五
月
二
＋
日
に
開
か
れ
た
京
都
哲
學
會
謙
期
公
開
講
演
會
に
於

て
は
宇
ば
ロ
ッ
ツ
エ
誕
生
紀
念
の
意
味
を
象
ね
て
左
の
講
演
が
有
っ
た
。

　
　
ロ
ッ
ッ
ヱ
の
時
代
　
　
　
　
　
　
　
丈
學
博
士
　
朝
永
三
十
郎

　
　
感
情
の
心
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丈
六
士
　
野
　
上
　
俊
　
夫

右
の
外
丈
學
士
錦
躍
義
寓
君
の
「
ロ
ッ
ッ
ヱ
の
委
當
に
就
て
」
の
講
演
が
あ
る

豫
定
で
あ
っ
た
が
同
君
に
不
得
巳
故
障
が
有
っ
て
之
れ
を
歓
い
た
の
は
遺
憾

で
あ
っ
た
。

新
著
紹
介

思
　
潮
創
刊
號

「
思
潮
」
は
阿
部
次
郎
氏
な
ど
に
よ
っ
て
先
月
か
ら
創
刊
せ
ら
れ
た
難
誌
で

あ
る
。
此
の
難
誌
の
主
意
は
獲
潤
の
僻
に
打
て
も
窺
は
れ
る
や
う
に
、
現
代

丈
明
の
批
評
と
優
れ
た
る
丈
化
の
建
設
と
に
慶
く
大
な
る
基
礎
を
築
か
ん
と


